
第５回瀬戸内海クルーズ活性化検討会を開催しました

○「瀬戸内海クルーズ活性化検討会」は、瀬戸内海に質の高い中小型クルーズを呼び込むことにより、瀬戸内海をエーゲ海、カリブ
海に並ぶクルーズの海を目指す「瀬戸内海クルーズ」のブランド力向上を図りつつ、瀬戸内海におけるクルーズの活性化を図ること
を目的とし、平成28年に設置したものです。同検討会は、国・地方公共団体・船社等で構成されています。

○このたび、第5回瀬戸内海クルーズ活性化検討会を平成31年2月4日～5日に開催しました。第1部はクルーズに関する講演が行わ
れるとともに、第2部はクルーズ船社等と地方公共団体の個別面談において、さらなるクルーズ船誘致に向けた具体的な意見交換
が行われました。

【開催日】平成31年2月4日（月） 14:00～15:30（第1部）

15:50～17:40（第2部）

平成31年2月5日（火） 9:00～11:40（第2部）

【場 所】ホテル広島ガーデンパレス

【主 催】中国地方整備局 港湾空港部・中国運輸局 観光部

【次 第】

［第1部］ 講演会

（１）クルーズ事情等について

（２）シルバーシー・クルーズについて ～日本寄港～

（３）船舶代理店から見る小型客船クルーズ

［第2部］ 個別面談

開催概要 演題：クルーズ事情等について

演題：シルバーシー・クルーズについて ～日本寄港～

演題：船舶代理店から見る小型客船クルーズ

（一財）みなと総合研究財団 クルーズ総合研究所 山本三夫 所長

シルバーシー・クルーズ 糸川 雄介 日本・韓国支社長

ベン・ライン・エージェンシーズ・ジャパン 古野和夫 顧問

（講演要旨）
○世界のラグジュアリー市場の急成長や全世界における
スーパーヨット（個人が所有する24m以上の客船）の隻数増
加など、最高級の観光を求める傾向にある。
○クルーズ船の誘致に加え、みなとの振興や地元のおもて
なし、観光資源の更なる磨き上げが必要。

（講演要旨）
○現在9隻のクルーズ船を所有しており、2020年以降更
に5隻の新造船が就航予定。
○瀬戸内海は新たな寄港の可能性を秘めており、引き続
き提案をお願いしたい。

（講演要旨）
○カレドニアン・スカイの乗客は日本の歴史、文化、景観な
どに関心があるほか、比較的アクティブな観光も好む。
○船舶代理店は船社と共にクルーズを良くするために
ニュートラルな立場で判断し提案する。関係者と共に作り上
げてゆく喜びを感じながら仕事ができれば理想的。

講演会（第1部）の様子 個別面談（第2部）の様子



これまでの「瀬戸内海クルーズ活性化検討会」の取組み

○中国地方整備局および中国運輸局では、瀬戸内海におけるクルーズに関わる船社の方を招き、多島美を誇る瀬戸内
の豊かな観光資源を活かし、さらに多くの旅客を瀬戸内海に呼び込むことを目的として、平成28年に検討会を設置。

○国・地方公共団体・船社等の構成員により、これまでに計４回開催し、双方のマッチングを促進。
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国【事務局】
中国地方整備局
中国運輸局

防舷材、係船柱の整備

観光ツアーの企画免税店の出店
を後押し

受入体制整備

外航船社の運航担当者と
港湾管理者との個別面談

外航船社、内航船社等による講演会

【第１回】平成28年7月6日

○内航船社による保有船舶の紹介や
受入環境に関するニーズについて

招聘者：せとうちホールディングス
企画本部
マネージングディレクター

【第２回】平成29年1月31日～2月1日

○外航クルーズ船社による保有船舶の紹介
や受入環境に関するニーズについて
○2日目はクルーズ船社と自治体の個別面
談会を実施した

招聘者：ホーランド･アメリカ･グループ
船舶運航副社長
ウィンドスター･クルーズ
事業開発/運航計画担当ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

【第３回】平成29年5月9日

○講演会形式による外航船社の受入環境
に関するニーズ、内航船社の新規クルー
ズ船就航等について

招聘者：(株)カーニバル･ジャパン
代表取締役社長
(株)せとうちクルーズ
代表取締役社長

内航船社と港湾管理者との意見交換

■常任委員■クルーズ活性化検討会

寄港要望

中国地方整備局 港湾空港部長

中国運輸局 観光部長

中国地域観光推進協議会 事務局長

（一般社団法人）せとうち観光推進機構 事業本部長

岡山県 土木部長

広島県 空港港湾部長

山口県 土木建築部長

（一般社団法人）中国経済連合会 常務理事

船社と自治体の個別面談

【第４回】平成30年2月8日～9日

○船社による新造船の紹介や昼間の瀬戸
内海クルージング等について
○2日目はクルーズ船社と自治体の個別
面談会を実施した

招聘者：両備ホールディング
代表兼ＣＥＯ
マーキュリートラベル(株) 代表
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